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第７回「上尾道路（江川地区）環境保全対策検討会議」 

の議事概要について 

 

 

標記の会議が、以下のとおり開催されましたのでお知らせいたします。 

 

１．開催日時 平成２２年１０月７日（木） １５：００～１７：００ 

２．開催場所 上尾市役所  

３．議事概要 

 

 

１）議事及び事業者説明要旨 

①規約の変更について 

 

②平成２２年度における実施体制について 

 

③これまでの議事・検討内容の再確認 

 

④平成２２年度の検討事項について 

 

⑤江川地区における希少動植物の生育・生息状況について 

・ 第1回会議で提示した保全にあたっての考え方について説明。 

・ 特定希少植物及びその他希少動植物の生育・生息状況について報告。 

 

⑥発芽実験における特定希少植物の育成状況について 

・ 発芽実験の結果と発芽後の生育状況について報告。 

 

⑦特定希少植物の移植予備実験実施方針について 

・ 特定希少植物の移植に対する適応性と生育条件の把握を目的とした移植予備実験

の実施方針について説明。 

 

⑧地下水観測の実施状況について 

・ 地下水位、pF観測、湧水観測、水質調査の実施状況について報告。 

 

⑨河川改修計画見直しについて 

・ 第9回江川流域づくり支援会議において報告された河川改修計画の見直しについ

て説明。 
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２）意見・助言の概要 
項目 意見・助言等 事業者の回答 
平成 22 年度

の検討事項

について 

・検討事項のスケジュールを見るとかなり強行軍で

あるので、十分な議論を保障していただきたい。 

 

江川地区に

おける希少

動植物の生

育・生息状況

について 

・資料には希少植物の絶滅危惧 I類の分布状況のみ

を地図上に落とされていますが、その他に地域固有

な植物も地図上に落としていただきたい。 

・絶滅危惧 I類以外の希少

植物の分布状況も図示し

た資料を作成させていた

だきます。 

 ・保全の検討対象を道路の計画区域にあるかないか

で分けているが、区域から少し外れたから検討の対

象からはずしますというのではなくて、もう少し余

裕をもって考えられた方が良い。 

・区域外であっても今後道

路の線形、施工方法、工事

用道路の存在、河川区域等

を配慮して影響があると

考えられる種を保全対象

として検討を進めていき

たいと考えています。 

 ・今後、担当者が変わった時に、この資料だけを見

て進めてしまうと怖いので、保全にあたっての考え

方に計画区域外も対象とすることを書いていただ

きたい。 

・計画区域外であっても影響は全然ないわけではな

いので、この資料は見直して出していただいた方が

良い。 

 

 ・希少植物が見つかっている区域はほとんど私有地

ですが、私有地での保全対策として土地の買収とい

ったことは実施されるのですか。 

・現段階では土地の買収は

考えておりません。土地の

所有者にお話をさせてい

ただいて、私有地に生育し

ている希少植物をどこか

違うところに持っていっ

て植えかえるという形が 1

つの保全対策の方策とし

て考えているところです。
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 ・猛禽類がとまって何をしていたのですか。休憩し

ていたのと採餌していたのでは大きく違い、採餌し

ていたのであればそこが餌場です。 

・前後の飛行記録から、休

息していたのか採餌して

いたのかを推定すること

は可能です。今後ご要望が

あれば、別途実施している

保護対策会議に確認し、提

示できるデータは提示し

ていきたいと考えていま

す。 

 ・今年の繁殖結果はどうなのですか。 ・今年も繁殖は成功してお

りません。 

 ・猛禽類は、江川周辺を餌場として使っています。

・繁殖の失敗は、無理解な人達による写真撮影のた

めの林内立入りであると考えています。 

・上尾市に協力していただき、地域の自然を守ると

いうことを含めて市民参加で啓発していくべきで

す。 

 

 ・保全の検討対象種に、湿地の保全に必要な動物を

加えていただきたい。 

・保全にあたっての考え方にこの地域の生態系自身

を対象にするという話が必要です。そうすると湿地

の保全に必要な動物が全て含まれると考えられま

す。 

・要綱アセス後にはアセス法が成立しており、今年

度は参議院でアセス法の改正案が出されている現

状を捉えて考え方を整理して進めていただきたい。

・生物多様性をどこまで取

り入れた保全をするかと

いうお話はまだ議論でき

ておりませんので、次回以

降に議論させていただき

たいと考えております。 

特定希少植

物の移植予

備実験実施

方針につい

て 

・実験を行う予定の土地は、除草剤をかけている土

地です。そのような土地を予備実験地として選んだ

理由がわかりません。 

・除草剤の影響を少なくす

るよう造成した上で人工

管理した条件を創出して

実験を実施する予定です。
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 ・データを取ることは意義があることなので実験を

実施することは良いことであるが、１年間というこ

とは納得できません。１年間実験して大丈夫だとい

うことはありえません。 

・この実験は、どんな土の

湿り気具合、光の条件が一

番良い条件なのか把握す

る実験と考えております。

この中で良い条件があれ

ば、来年以降も継続して生

育状況を把握するための

実験を行っていく予定で

す。 

 ・遮光率の条件を変えるのは上尾道路が橋として高

くなることを想定して、その周辺で日陰になっても

大丈夫かという実験をするという意味ですか。 
・目的はいろいろあると思いますが、第一目的はほ

かの植物の被圧の影響を調べるのではないのです

か。 

・上尾道路による日陰の影

響の有無を把握するため

にも実施する予定です。 

 ・もう一列を作って競合種の生態に合わせて季節に

よって遮光率を変える（夏季７割、冬季１割等）こ

とによって、他の植物の競合の影響が調べられるの

ではないでしょうか。 

 

・移植する際には土の問題は重要です。実験でもど

ういう土を使うかというのは吟味する必要があり

ます。 
・実験は、今ある湿地を確保して実施するべきです。

・実験の候補地についてご

提案があれば、ご提案を踏

まえて実験にふさわしい

候補地を選定させていた

だきます。 

 

・除草剤の影響があるかもしれないので土地所有者

にこれまでの除草剤の使用状況をヒアリングした

上で、実験地の土壌について検討することとしま

す。 

 

 ・盗掘や外来種の持込などの問題があるため、コン

サルタント会社が頻繁に自生地に入って現地調査

を実施することはやめていただきたい。 

 

地下水観測

の実施状況

について 

・残留除草剤についても分析してください。  
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河川改修計

画見直しに

ついて 

・道路工事と河川工事の時期は合わせるのですか。 ・上尾道路事業は先行して

実施することが考えられ

ますが、道路事業で土を掘

り返したところを河川事

業で再度掘り返すといっ

たことはまずいと認識し

ています。 

 ・工事の影響についても検討していっていただきた

い。 
・計画を煮詰める段階で、

同時に工事中の保全対策

も考えていただきます。 

 


